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（件名）新型コロナウイルス感染症に関するギニアにおける出入国措置 

 

【ポイント】 

●１１日、国家公衆衛生安全保障庁(ＡＮＳＳ)は、ギニアにおけるすべての出入国者に対

し、６歳以上は７２時間以内のＲＴ－ＰＣＲ検査の陰性証明書の携行及び１８歳以上はワ

クチン接種証明書を携行する必要がある旨発表しました。 

●新型コロナウイルスに罹患後治癒してからの期間が６か月未満の場合は、ＲＴ－ＰＣＲ

検査の陰性証明書に加え、ワクチン接種証明書の代わりに治癒証明書を提示することで渡

航が可能です。 

●引き続き手洗い、うがい、マスク着用の励行に努め、人混みは避ける等感染予防にご留

意ください。 

 

【本文】 

１ １１日、国家公衆衛生安全保障庁(ＡＮＳＳ)は、ギニアにおけるすべての出入国者に

対し、６歳以上は７２時間以内のＲＴ－ＰＣＲ検査の陰性証明書の携行及び１８歳以上は

ワクチン接種証明書を携行する必要がある旨発表しました。 

 

完全な予防接種を受けたとみなされる条件は以下のとおりです。 

（１）ジョンソン・エンド・ジョンソン製ワクチンを接種した者で、接種後２８日を経過

した者。 

（２）１回目の接種後８～１２週間の間隔を以てアストラゼネカ製ワクチンの２回目の接

種を行い、１４日を経過した者。 

（３）１回目の接種後３週間の間隔を以てファイザー製ワクチンの２回目の接種を行い、

１４日を経過した者。 

（４）１回目の接種後３～７週間の間隔を以てモデルナ製ワクチンの２回目の接種を行

い、１４日を経過した者。 

（５）１回目の接種後３週間の間隔を以てシノファーム及びシノバック製ワクチンの２回

目の接種を行い、１４日を経過した者。 

（６）１回目の接種後８～１２週間の間隔を以てロシア製ワクチン（スプートニクＶ）の

２回目の接種を行い、１４日を経過した者。 

（７）シノファーム及びシノバック製ワクチンについては、２回の接種に加えて、接種状

況を確認するためにｍＲＮＡワクチン（ファイザーまたはモデルナ製ワクチン）の補完接

種が必要。 

 

 新型コロナウイルスに罹患後治癒してからの期間が６か月未満の場合は、ＲＴ－ＰＣＲ

検査の陰性証明書に加え、ワクチン接種証明書の代わりに治癒証明書を提示することで渡

航が可能です。 

 

２ 当地においても、これまでの新型コロナウイルスよりも感染力が強いとされる変異株



の発生が確認されています。在留邦人の皆さまにおかれましては、引き続き、手洗い、う

がい、マスク着用の励行に努めるとともに、外出時にはこれらの措置の遵守と感染予防に

努めてください。また、仮に感染が発覚した場合には、可能な限り速やかに以下の大使館

連絡先までご一報をお願いいたします。 

 

３ このメールは、在留届にて届けられたメールアドレス及び「たびレジ」に登録された

メールアドレスに自動的に配信されております。 

 


